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１⃣　高知県内で進む「学校資料」保存と活用の動き（土佐清水市の事例）

多様な地域資料を廃校舎に集め、博物館に

学校資料とは
①学校で作成・収受された文書類（行政文書、学校日誌、おたより、文集等）、写真や記録映像

②学校で使用された教材教具や設備備品、所蔵する民具や考古資料等

「学校資料」が注目されるようになった社会的背景と今後の動向

 ○人々の成長過程において大きな役割を果たし、地域の中心でもある学校の資料は、

  歴史的・社会的に重要な意味と価値をもつ

 ○しかし、人口減少や教育システムの変化などにより、散逸や消失が加速度的に進行

○学校や地域の歴史・文化を物語る資料であり、教材と
　しても活用できることから、近年、注目されるように
○全国各地で保存や活用に関する取組や研究が進む



２⃣　高知県内に残る学校資料の事例

『昭和43年叶崎保勝会記録綴』

地域観光の記録

  昭和期の学校運営語る資料群 数千点

地域の生き物

明治25年（1892）以降の学校日誌約80冊

昭和20年５月10日の
学校日誌には、
「（敵機多数上空
　旋回す）授業
　出来得ず」
　　　　　とある。
丸括弧部分は黒塗。

土佐清水市　旧大津小学校　　　　　　地域史・教育史の実態語る資料群 越知町　旧片岡小学校

校舎新築時の公文書
　　（昭和31年度）

昭和の大合併により明治
村（片岡含む）が越知町に
編入された。
資料の謝辞には、町村合
併後の第１番目の校舎新
築である旨が記される。

公民館と博物館が連携
公民館活動の一環として、標本の作製
や博物館資料を使った学習活動を展開
できるように整備が進められる

整備の過程で高知城歴史博物館が学校
に残る資料を調査





考える会の３年間のおもな活動
2019年  ８月  考える会の結成 
　　　　12月  シンポジウム「高知県の学校資料を考える」開催（A）

2020年  ６月  土佐清水市旧大津小学校資料の救済と整理・保存調査開始（B～D） 
　　　  ７月  南国市北陵中学校寄託資料の調査協力（B） 
     ８月  シンポジウム「高知県の学校資料を考える」記録集の発行（A） 
    11月  高知県市町村教育長会議で「学校資料の保存と活用について」説明（A） 
         こうちミュージアムネットワーク入会（A・D） 
    12月  室戸市中川内小中学校資料の調査開始（B） 

2021年 ２月  土佐清水市でパネル「大津小学校資料の調査速報」の展示（A・C） 
    10月  学校資料集『学校資料を残す・伝える』の発行（A～D）

2022年 １月  「中川内の日」行事協力（学校資料等を使ったパネル作成）（A・C）
    ７月～ 土佐清水市史資料編（学校資料）調査・執筆協力（A～D）



考える会が関わった高知県内の学校資料



シンポジウム「高知県の学校資料を考える」
　　　　　　　　　　　　　（2019年12月7日）

◇高知県の学校資料の現状に対する問題提起を目的に開催 
　　（当時の状況）

　　　・学校資料の管理・保存体制に課題

　　　・2020年４月には県立公文書館の開館が迫る 
　　（テーマ）

　　　・学校現場における資料の評価・選別・保存・

　　　　活用の問題

　　　・公文書館の役割や重要性　etc



シンポジウムで出された意見

　・学校資料の保存と活用について学校関係者や関係

　　機関の意見も反映できる仕組みづくりを

　・市町村に学校資料等々を保存する公文書館が必要

　・県立公文書館に専門職員の配置が必要

　・県立公文書館は市町村の支援をすべき

　　　　　　　　　　　　　　　　　etc

　　人的配置や行政的なシステム検討の必要性、

　収蔵スペースの不足などが今後の課題とされた 

シンポジウム「高知県の学校資料を考える」
　　　　　　　　　　　　　（2019年12月7日）



シンポジウム「高知県の学校資料を考える」
　　　　　　　　　　　　　（2019年12月7日）

シンポジウム前後の動き

　　・シンポジウムに先立ち、地元紙の

　　　高知新聞が「学校資料どう残す」

　　　の特集記事（連続５回）を掲載

         
　　・『シンポジウム記録集』の発行

2019年12月2・5日高知新聞



その他の啓発・普及活動

こうちミュージアムネットワーク（MN）への入会と協力要請 
　　・こうちＭＮにシンポジウムの開催や高知県市町村教育長会議

　　　での説明に際して協力を仰ぐ 
　　　　　⇒こうちＭＮ会員の博物館等に学校資料保存を啓発 

学校資料を活用した地域での展示、地域史研究

　○地域での展示

　　・土佐清水市でパネル「大津小学校資料の調査速報」展示 
　　・室戸市「中川内の日」行事協力

　○地域史研究

　　・「学校資料による地域史の復元」（『よど』22号）投稿

　　・土佐清水市史資料編（学校資料）調査・執筆協力



その他の啓発・普及活動

2021年4月27日高知新聞 こうちＭＮ通信18号



学校資料の救済と調査保存支援

土佐清水市大津

　大津小学校舎入口
 （2020年６月撮影）

土佐清水市立大津小学校　1993（平成５）年　休校

　　　　　　　　　　　　2004（平成16）年　閉校　

　校舎入口の校章飾り

　運動場



学校資料の救済と調査保存支援

　会合の様子

旧大津小学校資料の調査支援に至る経緯
　　大津小に多数の資料が残っている状況を知る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2019年末）

　　土佐清水市・市史編さん室長に相談　支援決定

　　第１回調査（2020年６月）
　　　市教委事務局と会合
　　　　・教育長自ら、全面的
　　　　　　　バックアップを約束



大津小学校資料の救済（2020年6月12・13日）

　運動場で打ち合わせ

6月12日午後、大津小校舎に入り、資料救済を開始

　教室配置図（上が北）



大津小学校資料の救済（2020年6月12・13日）

　校舎内から見た正面玄関

　教室前廊下



大津小学校資料の救済（2020年6月12・13日）

職員室（廊下側）

職員室（校長室側）



大津小学校資料の救済（2020年6月12・13日）

校長室の書棚

休憩室（校長室の北）



大津小学校資料の救済（2020年6月12・13日）

理科準備室

液浸標本群



大津小学校資料の救済（2020年6月12・13日）

校長室壁面

廊下壁面



大津小学校資料の救済（2020年6月12・13日）

旧中浜小学校に運搬した救済資料

薄葉紙で覆う



大津小学校　救済資料の概要

大津小学校平面図

場所と資料点数

部屋名 点数 割合

職員室 864 20.2%

校長室 1712 40.0%

休養室 223 5.2%

保健室 320 7.5%
放送室 5 0.1%
校具室 53 1.2%

理科準備室 364 8.5%

用具室 416 9.7%
一学級 1 0.0%
二学級 0 0.0%
三学級 0 0.0%

玄関・廊下 204 4.8%

不明 121 2.8%

合計 4283  



大津小学校　救済資料の概要
公文書、プリント類
　昭和30～50年代が中心で、特に50年代が多い
　・学校運営、研究紀要・集録等、保健関係、児童文集、
　　教職員（人事・服務）等
　・学校日誌は明治30年代から残る
　・小学校のほか、ＰＴＡ、大津保育園、校友会、叶崎保勝会
　　などの関連文書を含む
収受文書
　・土佐清水市校長会、土佐清水市教育研究所等
書籍類
　・一般図書、指導書・教科書、副読本、教職員組合関連等
モノ資料　
　・生物標本（大津海岸採集）、掛図、児童作品等



大津小学校資料調査の日程
2020年７月18日　１次整理のための予備調査 
　　箱番号の付与、箱内の資料点数を確認、資料の大まかな分類
　　を行い、簡易目録作成 
８月10・11日　１次整理①、クリーニング 
　　資料の詳細目録作成、学校日誌（55/90冊）撮影 
11月20・21日　１次整理②、クリーニング 
　　資料の詳細目録作成、学校日誌（35/90冊）及び重要資料撮影

2021年３月20・21日　１次整理③ 
　　資料の詳細目録作成、資料保存処理 
※８・11・３月の作業で図書類を除く約2,000点の詳細目録を作成 
６月５日　追加整理
　　重要資料撮影、資料保存処理　　　　　　⇒今後も継続予定



１次整理の様子（2020年7月～）

資料目録作成（ＰＣ入力）

資料撮影



学校資料集の発行
（2021年10月）　



『学校資料を残す・伝える』の構成



『学校資料を残す・伝える』

発行の意図　　【教職員ら教育関係者にむけて】
　・資料紹介により、多様な内容をもつ学校資料の面白さと価値を
　　知ってもらう
　・学校資料の保存・活用に関する課題や実例を提示
　　　　⇒学校や地域で資料保存に向けた動きが高まる効果を期待

執筆者
　小中学校教員・事務職員、大学教員、学芸員、新聞記者ら19人
　・学校現場で日頃から学校資料に接している教職員、近代史や
　　自然史の研究者といった多彩な執筆者が様々な視点から紹介
　　　　⇒執筆者は旧大津小学校資料の救済や整理調査にも協力



高知県内における学校資料保存や活用
イ）中川内小中学校資料 ウ）久礼小学校の民具調査ア）高知追手前高校の展示



考える会による学校資料保存の支援  
○成果  
 ・考える会は有志で立ち上げた民間団体
   ⇒要請次第で行政や学校の枠組に囚われずに支援が可能  
     旧大津小資料（土佐清水市教委へ調査協力を打診）  
     中川内小中資料（室戸市教委から調査依頼）  
     北陵中所蔵資料（県立歴民館への寄託資料調査に協力）  
●課題  
 ・民間団体であるため、支援は限定的にならざるを得ない  
   ⇒資料の管理者（学校・関係機関）の考えに規定される  
 ・ボランティア的活動であり、時間的財源的な制約がある
   ⇒会員は本業を抱えて支援しており、集中的な活動は不可能  
   ⇒財源は自己資金のみ  （研究助成金を獲得）  
     要請や依頼による支援でも基本的に費用請求はしない



考える会をハブとしたネットワークの形成

考える会

　・学校事務職員
　・博物館職員
　・新聞記者
　　　　　　　etc

学校資料

自治体
・学校

・自治体職員

・学校教職員
・地域の協力者

・郷土史会員
　　　　　　etc

資料管理者

大学・
博物館

支援者

　・大学教員
　・博物館職員

　・自治体職員
　・大学生
　・地域史研究者
　　　　　　　etc

救済・調査・活用

依頼・要請

支援・協力

依頼・要請

支援・協力



今後の活動と学校資料保存

考える会の活動の基本

　①救済や調査保存の初動を支援する
　　　⇒管理主体はあくまでも学校や自治体
　
　②考える会の関係者だけで活動しない
　　　⇒支援先の教職員や自治体職員らとともに行う

　考える会の支援は限定的
　　　⇒学校や自治体、地域で継続的に保存・活用して
　　　　いく道筋をつける手伝い



今後の活動と学校資料保存

今後の活動
　　・高知県の学校資料保存・活用の相談窓口に
　　・資料保存活動の連携の軸に

ホームページの開設
　　・活動履歴、学校資料の紹介、刊行物ＰＤＦ等の掲載
　　　　⇒運用を進め、資料保存の
　　　　　啓発と窓口機能の強化を
　　　　　はかる



高知県市町村教育長会議での説明
　　　　　　　　　　　　　（2020年11月10日）

高知県教育長を訪問（2020年9月）

　　・学校統廃合、全国一斉臨時休業時の片付けなど

　　　　　　⇒学校資料の処分や廃棄が進む現状を顧慮

　　・こうちＭＮ代表らと訪問し、保存と活用の問題を提起 
　　　　　　⇒高知県市町村教育長会議での説明ができるよう、

　　　　　　　時間を設定していただく 
高知県市町村教育長会議

　　・県内で進む保存と活用の動き、調査保存された事例を紹介

　　　　　　⇒保存と活用に関し３つのお願いと２つの提案を行う



３⃣　高知県の「学校資料」　その保存と活用を図るために（お願い）

①「学校資料」は、重要な歴史資料 地域を語る地域資料

　高知県 2018年には15歳未満人口が８万人を割り込む ⇒学校の統廃合が進み、散逸の危機に直面

　文書管理規程の整備や個人情報保護の観点から、廃棄が促進される面も

　高知県の教育の基本理念にある「郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本
や高知の未来を切り拓く人材」を育てるために、学校や地域の歴史を語ることができる
「学校資料」について、保存と活用を図る体制の整備を検討していただきたい

　　　いま、保存と活用に向けて手を打たなければ、貴重な「学校資料」が失われる

②「学校資料」の価値を広め、保存と活用を進めるために

　2019年12月「高知県の学校資料を考える」シンポジウム ⇒県民が「学校資料」を価値を知る契機に

　　　今後は、自治体や教育委員会、学校現場での動きを広げていきたい

自治体の担当者や学校関係者などの会合・研修の場で「学校資料」の保存と活用
に関して、周知・説明する場を設けていただきたい

会合・研修の場に出向き、「学校資料」が有する多様な価値を説明し、
保存と活用の具体例をお話しします

こうちミュージアムネットワーク・高知城歴史博物館・高知県の学校資料を考える会がお手伝いできること



３⃣　高知県の「学校資料」　その保存と活用を図るために（お願い）

　膨大な「学校資料」をどのように残していくか ⇒選別・整理・活用の手立てが必要

　他府県の先進的な実践や取組を参考にしながら、教育資料・歴史資料としての「学校資料」を
残すことができる土台（仕組み）づくりをしていただきたい

　選別　　「香川県行政文書管理規程」「渋谷区立学校文書管理規程」
       行政文書・学校文書の一部を「歴史資料」と位置づけ、永く保存する規程

　　　  長野県松本市   ６年社会科「崇教館から開智学校へ」（全５時間）
      神奈川県横浜市  新学習指導要領に対応した学校内歴史資料室の取組

　整理　　「学校歴史資料の目録と分類」「学校資料の収集・保存・活用」（和崎光太郎 浜松学院大学短期大学部准教授）

       学校資料の保存・整理に長年関わってきた実践をもとに、考え方や方法を確立

③「学校資料」を残すためには その手立て

県内の自治体に、学校や地域の文化・歴史に関わる「学校資料」を保存・活用する
内容を盛り込んだ「学校文書管理規程」「学校備品管理規程」の案を提案します

自治体などの依頼を受け、「学校資料」の保存・整理に関してのアドバイスを行い、
共同作業をつうじて保存活動の初動をお手伝いします

他府県の先進的な事例や講師を紹介し、教材や指導案づくりを共同で行います

　活用  全国各地で「学校資料」を使った授業が実践され、地域教材の一つとして利用されている

子どもたちが
地域の歴史や文
化を知る機会の

充実に寄与



４⃣　高知県の「学校資料」　その保存と活用を図るために（提案）

提案２）「学校資料館」から「地域資料館」へ

１．校舎内に「学校資料室」を設置し、日常的に学校史に触れられる環境を
２．市町村内に残る休廃校を活用し、収蔵・公開する「学校資料館」に

 特に市町村立学校は、学校単位で適切に保存・管理をしていくことが難しい

　休廃校の新しい利活用方法としての「地域資料館」へ

休廃校を「学校資料」だけでなく、「地域資料」を未来へ残す収蔵庫（資料館）へ

提案１）「学校資料」の保存・管理場所

　「学校資料」を適切に保存・管理するための課題  ⇒保存スペース、個人情報保護、耐震、温湿度管理等

　土佐町旧森小学校   青木幹勇記念館と土佐町民具資料館を併設 地域の文化拠点に

　旧大栃高等学校    高知県立歴史民俗資料館が収集した数千点の民具を保管 毎年県民に一般公開

　室戸市旧椎名小学校  廃校水族館 残されていた教具（OHPや跳び箱）を水槽に活用

　　　休廃校を地域文化の集落活動センターに　⇒地域の文化拠点としての「地域資料館」

「学校資料館」「地域資料館」に学校や地域の資料が収蔵されるようになれば、その資料を調査し、
これを活用した地域の歴史講座なども行い、地域文化振興のためのお手伝いができます

スタートした新『高知県史』の編纂事業でも、「近現代史」「教育史」の執筆に学校や地域の資料が必要

休廃校・地域資料館
の連携で観光振興も
（休廃校施設を巡る
スタンプラリーetc）



学校資料を残すために・・・

自治体で取り組む
　１.通常の規程とは別に「学校資料を残す」規程・仕組み
　２.保管場所（休廃校等利用）の確保　学校→保管場所へ
学校で残す
　１.その学校ならではの学びや教育活動が分かる資料
　２.記念誌の掲載資料となるような情報
　３.地域の歴史や産業、魅力が分かる学習資料
地域にお願い
　１.保存と活用に関する協力・ボランティアを
　２.家庭に眠る学校資料の提供を


